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場　　　所

公益財団法人　京都国際学生の家

多様性の理解を高める食文化を通じた国際交流

2022年5月13日～12月17日 計9回 

京都国際学生の家　及び　京都大学楽友会館

実施期間

事業名

団体名

京都国際学生の家では、創立以来外国人学生と日本人学生、更には地域の方々との国際交流、文化交流の橋渡しを目的として学生寮を
営んできました。特に、「食文化」は異文化を体験する上で欠かせないものです。今年度も昨年度、一昨年度に続き中島記念国際交流財団
の助成をいただくことができ、「食文化」を交流の切り口として様々な角度から事業を行いました。
5月から7月にかけて4回行われた「食事会（コモンミール）」は京都国際学生の家の伝統行事です。食事を共に作り、共に食することで交流
の幅はぐっと深まります。各国学生の出身国の料理を手伝うことで自然と文化に触れることができます。スパイスを多用する料理。肉を食す
るという食生活がそもそも存在しない国。日本人であれば馴染み深い「だし」一つとっても、その地域性や国の持つ環境を伺い知れます。
6月に行われた市民公開講座では、京都国際学生の家の卒寮生や在寮生が各々の経験から国際交流体験、またその体験が自身の人生
における仕事や研究にどのように関わっていったかについて講演しました。
8月には「国際食べ物祭り」を開催。学生達が6か国の料理を作り参加者に振舞いました。ここ数年のコロナ禍によって参加人数を制限し、テ
イクアウトでの感染予防対策を行ってきた昨年度とは異なり、今年度は屋外の庭園を開放しより多くの参加者に交流を楽しんで頂けるよう
に工夫しました。地域の参加者は料理はもちろんのこと、外国人留学生達とのコミュニケーションを楽しみました。
11月に開催した感謝祭では、学生達によるパフォーマンスに参加者も盛り上がりました。様々な国の外国人留学生、日本人学生が作った豪
華な料理が机にはたくさん並び、地域の方々や京都国際学生の家の活動を支えていただいている関係者、寮生同士で日頃の感謝を伝え
あいました。
12月のクリスマスパーティではクリスマスのデコレーションの中、プレゼント交換を行ったり、クリスマスソングで和気あいあいと交流を行いま
した。多国籍なクリスマス料理と歓談でパーティは大盛況となりました。
現代に世界経済を巻き込む戦争状態が勃発し、文化を認め合い共生共存の大切さを改めて痛感する今の世界情勢であるからこそ、身近
な「食文化」という人が生きる上で切り離すことのできないものを通して互いの文化理解を深め、多様性を認め合う社会への成長の一端を
担うことができたのではないかと考えております。
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6/24の食事会でインド人留学生が作ったTriple
Scehzwan Fried Rice and Manchurian。ヴィーガン食

でもあり、参加者に大好評だった。

11/4の安田佳子講師によるセミナーの様子。テーマ
は「血球産生因子（エリスロポエチン）に導かれて」。

講演後の質問内容は多岐に渡った。

11/19の感謝祭では豪華な食事のあと、日本人、外
国人学生達によるパフォーマンスが披露された。
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Kyoto International Students House

International exchange through food culture to increase understanding of diversity

Food is a universal human experience that can bring people
together and connect them through shared cultural
traditions, personal memories, and social experiences. At
least, in our small world --- HdB, the international student
house in Kyoto, the various homemade food brings every
resident closer.
Food is not only for filling the stomach but also a powerful
force that connects people across cultures and geography.
Food will help build a better world.

私は2022年10月25日からScholarとしてHDBに入居しました。それ以
来、感謝祭・クリスマスパーティーに参加しました（毎週金曜日の夜は
授業がありますから、残念ながらコモンミールに参加できませんでし
た）。参加した感謝祭・クリスマスパーティーは大変有意義と思いま
す。イベントで、いろいろな国から日本に来た人々と話し合い、様々な
文化を感じました。おいしい食べ物も、レジデント達がよく準備したパ
フォーマンスも素晴らしいです。それに、イベントを通じて、house
parentsや他の日本人との交流を通して、日本の文化雰囲気もよく体
験できます。HDBのイベントが大好きです！金曜日の授業が終わっ
たら、二週ごとにのコモンミールも参加したいと思います。毎度のイベ
ントを大切に用意しているHDBのスタッフ方々に、感謝の気持ちを伝
えたいです。
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